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値入れ単価の性質

１
． と関連要因

内訳書の直接工事費部分には， 数量書の各細目

に対 す る単 価 が書 き 込ま れ る。 こ れ は どう いった

性質 の 単価 に なる の だろ う か。 議 論 を簡 単に する

た め に， コ ス ト 単 価 か プ ラ イ ス 単 価 か
，

そ れ と も

こ れら の中 間 的な 性 質の 単価 か， とい う 形 で間題

を設 定 して 考察 を 続 けた い。 今 回は， とくにコスト単

価 の方 を中 心にその性 質 や成 立条 件を考 察する。

コ ス ト 単 価 と か プ ラ イ ス 単 価 と い っ て み て も，

こ れ だ けで は用 語 と して まる で 通用 し ない。 プラ

イ ス ーコ ス トー プ ライ ス ーコ ス ト… … の連 鎖 の ど

の 段 階 に お け る
，

誰 に と っ て の コ ス ト で あ る の か。

ま た， 誰 が誰 に 向 けて 提示 す る プライ ス （価格）

を 指 す の か
，

が ま ず 間 題 で あ る。 こ こ で は， 「内 訳

書 を提 出 する 者 に とって の コス トや プライ ス」 を

問 題 と し
， そ の 単 価 を 指 す こ と に す る。 し た が っ

て
，

元 請 （ゼ ネ コ ン） に と っ て の 原 価 （コ ス ト）

と なる 単 価か， そ れと も， 元 請が 発注 者 に対 して

提案 す る価 格 （プライ ス） と して の単 価 か， と い

う点 を 問題 と する。

しか し， こ の問 題 を議 論 しよ う と して も， 議 論

に使 う 言葉 がさ ま ざまな あ いま いさ を含 む。 議 論

す る 上 で 必 要 と な る 共 通 の こ と ば が な い
。

そ こ で
，

思考 ま た は議 論の た めの 道 具 と して， いく つ か の

フ ァ セ ッ ト と い う も の を 用 意 し た い。 フ ァ セ ッ ト

と は， 一般 に 問題 の 切り 口， あ る い は， 分類 の 観

点 を指 す。 「値 入 れす る の は どんな 性 質の 単 価 か」

と い う の が
，

第 １ の フ ァ セ ッ ト で あ り，
こ れ を フ ァ

セ ッ ト Ａ と 呼 ぶ こ と に す る。 こ の フ ァ セ ッ ト は
，

考 えら れる 答 え （選 択肢） と して， 複 数 のカ テ ゴ

リー を 持つ。 つ まり， コス ト単価 を 値入 れ する（Ａ

－！）
，

プ ラ イ ス 単 価 を 値 入 れ す る （Ａ－２）
，

な ど

が選 択 し得 るカ テ ゴリ ー で ある。

こ う し た
，

ひ と つ の フ ァ セ ッ ト の 裏 に は
，

Ｂ：発注者と受注者の値入の観点

す な わち， 発注 者 側が 予 定価 格 を設 定す る 時 の見

積 り にお ける 値 入 れ単 価 は， 応札 者， 受 注 者 と共

通 の 観 点 に た った 共 通 の 性 質 の 単 価 を 入 れ る の

か， 別 の 観点 や 性質 の 単価 を 入 れる の かと いう 問

題 が 潜在 して お り， こ れ がフ ァセ ッ トＡ と違 動 し

て く る 。 ま た，

Ｃ１内訳書式の構成

Ｄ：一般管理費等のための費目

Ｅ：工事契約の性質

な どさ ま ざま な ファセ ッ ト （考 え 方の 切 り口） と

その カ テ ゴリ ー （選 択肢） によ っ て考 え 方や 値 入

柵 贋 行 が 異 な っ て く る。 フ ァ セ ッ ト Ｄ は， 発 注 者

が一般管理費等の必要性に対する理解があるか否

か，どの よう な 項 目ま で 明示 的 に認 める か，と いっ

た こ と に か か わ る フ ァ セ ッ ト で あ る
。

フ ァ セ ッ ト Ｅ に つ い て は， も っ と も 単 純 に は，

総価 請 負契 約， 実 費精 算 契約， 単価 請 負契 約 の３

カ テ ゴリー に 大別 でき る。こ のう ち の総 価 契約（ラ

ン プサム） を 前提 とす る と して も， 予 傭費 な どの
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リス ク 対応， 条件 変 動 への 対応 ル ール の 有無 と 内

容， に よ っ て 契 約 の 性 質 が 変 っ て く る。
そ れ は，

細目に値入れする単価の性質と相互依存的な関係

に あ る。
実 際， 英， 米 な ど の 諸 国 に は 実 に さ ま ざ

まな， かつ， わ が 国 の通 念 か ら見て 意 外 に思 え る

よ う な コＩン セ プ ト や 慣 行 も 存 在 し て い る。 し か し
，

ここ で はわ が 国の 公 共工 事 の現 行制 度 を べ一 ス に

し， か つ， 現在 進 め ら れて いる 積 算体 系 の検 討 に

かか わ る枠 の範 囲 内 で， いく つ か の考 察 を行 い，

間題 提 起を した い。

２． コスト単価かプライス単価か

コス ト が原価 を 指 し， プライ ス が価 格 を指 す こ

とは 当然 だ と して も， 多 段 階の 取引 プロセ ス に お

い て は， こ の使 い 分 けに 混 乱が 生 じが ち であ る。

な る べ く な ら， コ ス ト と プ ラ イ ス を ペ ア で 使 い た

く な いの だ が， こ の考 察 は， 原 論的 な 理届 を 論 じ

る 立場 である の で， 他 に簡 便 な用 語 が 見つ か ら な

い ま ま
，

こ れ を 使 わ せ て い た だ く こ と に す る。 使

い 分 けに は いろ い ろあ る。 発 注 者の コメ トが受 注

者 の プライ ス であ り， この 関 係 が建 築 主と 元請 施

工 者の 間 で も言 える し， 元 下 間 でも 言 える。 し か

し， こ こ で は， ど ち ら も， 内 訳 書 に 値 入 れ す る 元

請 け者 に とっ て のコ ス トな り プライ ス なり を指 す

こ と に す る
。

も し， 下請 け の プライ ス 単 価 を指 す と全く 話 が

違 っ て く る。 じ っ さ い， サ ブ コ ン が ゼ ネ コ ン に 出

す 見積 書 の単 価 に も， ほ ゾ同 型の 問 題 が存 在 して

いる。 しか し， い まは， 発 注 者の 予 定価 格 と元 請

入 札者 の 積算 単 価の 間 題に しぼっ て 扱う。

そ う す る と
，

コスト単価＝ゼネコンの原価 （コスト） になる

元下取極め単価そのもの

とな る。 た だ し， 結果 と して の 契約 単 価と は 限 ら

ず， 予 測と し ての 契約 単 価 も指 す こと にす る。 結

果と しての 契 約単 価 を値 入 れでき る の は， コス ト

オ ンや 工種 別 分離 発注 の 場合， ある い は， 元 下間

で相互拘東を前提とした下請け事前見積りの場合

な ど に 限 ら れ る だ ろ う。
一 方，

プ ライス単価＝元請 が発注者 に提 案する 売値

（プライス） としての単価

と 定 義 さ れ る こ と に な る。 そ う し て
，

前 回 の 用 語

を便えば

プライス単価：コスト単価の予測値 十 マ‘ク

アッブまたはマークダウン額あ

るいは率

という こ と も言 える。 た とえ ば， 設 計変 動 要因 や

単 価 変動 要 因に よる リ スク に 対抗 して， 予 測さ れ

る コス ト単価 よ り もマ ーク ア ッ プ した 単 価 を値 入

れす る場 合 もあ る し， 逆 に， 価格 競 争に 勝ち 抜 く

た め に通 常予 想 さ れる コス ト単価 よ りも 低 い単 価

を 戦 略的 に入 れる場 合 （マ ーク ダウ ン） が ある。

ま た， 次 の関 係 式 が成 り立 つ。

プライス単価ニコスト単価 十 間接費の配賦分

す なわ ち， コ ス ト単 価 は， 元 下取 引価 格 そ のも の

の 単価 を 指 し， ゼネ コ ンの オ ーバ ー ヘッ ドや プロ

フ ィ ッ ト を 含 ま な い。
プ ラ イ ス 単 価 は， 単 価 自 身

の 中 にゼ ネコ ンのオ ー バー ヘ ッ ドや利 益 の 一部 を

含 む。 以 上 の 定 義 に よ っ て フ ァ セ ッ ト Ａ が 次 の よ

う に 設 定 さ れ る
。

ファセットＡ：値入れする単価の性質

Ａ－１１コ ス ト単 価， す なわ ち 元 下の 取極 め 単価

５１



積算単 価に関 する考 察 １４１

そのもの

（した が っ て， ゼ ネ コ ンの 間 接費 や 一般

管理費等を含まなし、単価）

Ａ－２１ プ ライ ス 単 価， すな わ ちゼ ネコ ンが 発注

者 に対して提 示する 工種細目 別の 単価

（ゼネコンの一般管理費等の一部を含み

得る単価）

Ａ－３： た てま え はコ ス ト単 価， 実 態 は プライ ス

単 価。 ある いは， 部 分 的 プライ ス 単 価

Ａ－４： 細 目の 単価 は間題 で は なし、とす る 方式

現 在検 討さ れて いる 建 築市 場 単 価 は， そ の定義

と して 「市場の 取引実態 に合わせた 取引単 位あたり

の市場 単価」と書 かれている（文 献１）。 こ の定義文

を 見 る 限 り
，

（Ａ一ユ） の コ ス ト 単 価 を 想 定 し て い る よ

う に 思 わ れ る が
， い ま ひ と つ は っ き り し な い。

ト ・事前予測単価か確定単価か
応札者が値入れする単価が， 予測値かほぼ確定

し た 単 価 か， と い う 間 題 で あ る。 こ の フ ァ セ ッ ト

にも 一 応３ つ の選 択 肢と な りう るカ テ ゴリ ー を 設

定 し て お く。

Ａ－１の 補助 フ ァセ ッ ト： 事 前予 測 単価 か 確定 単

価か

（Ａ一ト１） ゼ ネコ ン 側の 見 積 り単 価 （＝ 事前 予

測 単 価） であ る。

（Ａ－１－２） ゼ ネ＝１ン の入 札 前 に元 下 間で 確定 し

て お いた 単価 で ある。

（Ａ ＋３） ゼネニ１ン落札後に元下間で確定 （契

約） した実際単価である。

わ が 国の 慣行 で は， 応 札 者側 にお い て も， 値入

れす る単 価 は， あ く まで も 事前 の見 積 り 単価 で あ

る。 こ れ は し ご く 明 瞭 で あ っ て， こ の （Ａ 一ユー１）

以外 のカ テ ゴリ ー は ナ ンセ ンス だ と して一 笑 に ふ

さ れ る の が 普 通 で あ ろ う。
だ が

， こ の フ ァ セ ッ ト

（間 題 設定 の切 り 口） は 決 して 無意 味 で はな い。

少な く とも 次 の２ つ の点 で 意味 を持 っ てい る。

第 一 に， 上 記の （Ａ一日） の 「事 前 の予 測 値 で

あ る」 と い う 答 え は
，

そ れ が Ａ一ユの コ ス ト 単 価 値

入 れ と組 合せ られ るの か， そ れ とも Ａ－２の プライ

ス 単 価値 入 れと 組 合せ ら れる の か。 こ の どち ら で

あ る か に よ っ て
，

（Ａ－１一王） の 「見 積 り」 や 「予 測」

の 意 味 が 異 な っ た も の に な る。 普 通 に 考 え る と，

上 記 の ３ つ の カ テ ゴ リ ー を 持 つ フ ァ セ ッ ト は， コ

ス ト単 価 値入 れ 方式 に おい て のみ 意 味を もつ。 す

なわ ち， （Ａ一王）の値 入 れ方 式 にお いて の み意 味 を

持 つ。

第 二 に は， 広 く 一 般 的 に 考 え る と， （Ａ－１－２） の

方 式 も な い わ け で な な い
，

と い う 点 で あ る。
ゼ ネ

コ ン の 入 札 前 に サ ブ コ ン か ら入 札 や 見 積 り を と

り， 必 要な ら ば交 渉 を して， そ の 金額 （工 種 別総

額） な り単 価 なり を ゼネ コ ン落 札 後の 相互 拘 東 的

な金 額 なり 単 価と して 確 定す る 方式 が ある。 単価

の方 を 確定 して お いて， 数量 の 変動 や 逐次 確 定に

応 じて， 金 額 は変 化 し得 る とする 方式 もあ る。

な お， （Ａ ＋３） は， 実費 精 算方 式 （コ ス ト プラ

ス フィ ー 方 式） でのみ 行 わ れうる と考 えら れ， 通

常 の 総価 契 約 では 生 じえ ない。 しか し， 全 体 的に

は総 価契 約 で あっ ても， 技術 的， コ ス ト的 に 不確

定 要 素 が大き い新 技術 な どの 採用 に お いて， 部 分

的に 採用 す る 可能 性も あ ると 考 え られる。

Ｉ
発注者と受注者の値入れは

４
． 共通認識べ一スか

値 入 れす る の はコス ト 単価 か プライ ス 単 価 かと

５２ 建 築 コ ス ト 研 究 １９９５ ＳＵＭＭ 閉



いう フ ァセ ッ ト Ａの 問題 設 定 の裏 に は， 発 注者 側

が 予定 価 格 を設 定す る 時の 見 積り に お ける 値入 れ

単 価が， 受注 考 と共 通 の観 点 にた っ た共 通 の性 質

の 単価 を 入 れる の か， 別 の 観 点や 性 質の 単 価 を入

れる の か とい う 問題 が 潜在 してい る。 この 点の あ

い まい さ （ア ン ビ ギュイ ティ ー） を 少 しで も削 減

す る た め に フ ァ セ ッ ト Ｂ を 置 く。

ファセット８１発注者の予定価格見積書と入札

者内訳書の単価値入れの観点

日一１１発注者と受注者が同一の観点で値入れす

る

Ｂ－２１発 注 者と 受 注者 は別 の 観点 で 値 入れ し て

よし、とす る

Ｂ－３１そ の他

現 在， 検 討 が 進め ら れて いる 建 築市 場 単価 方 式

の概 念 は， ［Ｂ－１］を 前提 に して いる よ う に思 わ れ

る。 こ の と き 重 要 な の は
，

双 方 の 側 が コ ス ト 単 価

を見 積 ろう と して いる の か， プライス単 価としての

相 場 を見 積ろうとしているのか， という点 で ある。

一 方， ［Ｂ－２］と いう の は ナ ンセ ンス だ と思 わ れ

か ね な い。 し か し， 決 し て ナ ン セ ン ス で は な く，

いろ い ろ考 え ら れる。 た と え ば発注 者 側 が部 位別

見 積 り な どで予 定 価格 を 決 め， 応札 者 側 は工 種別

でい れる 方 式 が考 え られ る。 片 方 がマ．クロ 単 価 で

見 積 り 他方 がミ ク ロ単 価 で見 積 りす る な ど， も あ

る。 さ ら に は，
一 方 は コ ス ト 単 価 べ 一 ス で 見 積 り，

他方側はプライス単価 で値入れする場合もあり得

る。 こ の場 合 は， 間 接費 の見 方 や比 率 が 双方 側 で

異 な る と い う こ と を 容 認 す る こ と に な る。

では， 発注者側が 「歩掛り積上げ方式」 で見積

り， 応札 者 側 がｒ市 場 取引 単価」 で見積 る 場 合 は，

［Ｂ－１コ と 〔Ｂ－２］ の ど ち ら に な る と 考 え ら れ る

の だ ろ う か。

５． 値 入 れする 単価の情 報源

元請 下 請 け間 の取 極 め価 格 であ るコ ス ト単 価 を

値 入 れ しよ う と する 方 式上 の一 つ の 困難 は， そ の

情 報 源 に あ る。 す な わ ち
，

①どこを情報源とするどのような単価情報を根

拠とするか

θその単価情報をどのように評価ないし査定し

て値入れ単価にするか

と いう 間題 である。 個 別 性 の強 い 賊や サ ー ビス の

取弓 嘩 価 は， 元 来は 取引 当 事者 以 外に はう かが い

しれない情報であるという市場主義経済の基本自勺

な 性 質 を 持 っ て い る
。

し か し
，

一 方 で は
，

建 築 と

いう 社 会 的生 産物 を構 成 する 単 価， しかも， 公共

工 事に かか わ る構 成項 目 の単 価，と いう こ と から，

透明 性， 客 観 性， 妥当 性 を求 め る 杜会 的な 要 請も

強 い
。

こ う し た こ と か ら
，

あ る 程 度 は 知 ら れ て も

おり， 調 査 や 研究 もな さ れて い る。

こ れ を
，

定 性 的 に で も フ ァ セ ッ ト に し よ う と す

る と，
余 り に 多 段 階 的 で 複 雑 に な る。 あ え て

，
中

間 の 諸段 階 を省 略 して， ここ で は とり あえ ず， 次

の よ う な フ ァ セ ッ ト Ｊ を 設 定 し て お く。 フ ァ セ ッ

ト は， そ れ 自体 は 不完 全 であ っ ても， そ の 不 完全

さ を 指摘 しやす く する。 した が って， 議諭 上 重要

だ が 欠 落 し て い る フ ァ セ ッ ト， サ ブ フ ァ セ ッ ト，

そ れら のカ テ ゴリ ー を追 加 し， 訂正 する 叩 き 台に

な り 得 る。

ファセットＪ：値入れ単価の情報源

Ｊ－１： サ ブコ ン 業界 の 希望 単価， 陳情 単 価等
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積算単価 に関す る考察 １４１

Ｊ－２１ 当 該物 件 におし、てサ ブ コン が発 注者 ・設

計者に見積 り提出する単価 （設計単価）

Ｊ－３１発注者側が予定価格算出に用いる単価

（諸情報総合査定後の値入れ単価）

Ｊ－４： サ ブコ ンが ゼ ネコ ン に 提示 する 見 積り 単

価 （第１次段階の下見積り単価）

Ｊ－５１ ゼネニ１ンが 内 訳書 に 値入 れ する 単 価

Ｊ－６１元下間の契約単価 （実際取極め単価）

Ｊ－７１元下間の事後精算を含む換算単価

Ｊ－８：価格調査機関等に回答した単価

Ｊ－９：物価版その他の単価情報資料に記載され

た単価

ファセットＪの補足カテ ゴり一

（図一１の破線の慧味）

Ｊ１０１業界の希望価格や建値が刊行物に掲載さ

れる部分

Ｊη：Ｊ８とは別に実態単価を調査機関等が直

接知り掲載する場合の情報流

Ｊ１２１発注者側の値入単価の情報源の一つとし

て参照される刊行物単価

Ｊ１３：応札者の値入単価の情報源の一つとして

参照される刊行物単価

Ｊ１４１サ ブニ１ン が 下見 積 り時 に参 照 する 刊 行物

単価情報

予定価格

積 算 書

内
、

単 １

傾：
ア Ｉ

ｌ ：
タ ・

、１

く■’←
下見積り提出

Ｊ７

’
コ ン

メー力一

＼ Ｊ１１ ／

図一１ 発注者および応札者の値入れ単価をめ ぐる情報の流れ
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Ｊ花１実績単価として内部単価データベース等

に蓄積される情報流

Ｊ１６１実態単価を工事監理者， 発注者側が知り

うる場合の情報流

Ｊ１７１落札者または入札者の工事費内訳明細書

から発注者が知りうる単価情報

実 際 に は， 元 積り の 単価， 実 行予 算 の単 価 な ど，

も っ と 多 く の 段 階 が あ る。こ う し た 点 に つ い て は
，

この 連 載の ［２］ の 「１． 元 下間 取引 に 交渉 プロ

セス が ある」 や 「２． どの 段 階の 単価 が 市場 実 勢

単価 に 対応 する の か ？」 の 箇所 で 若干 触 れた。 ま

た， こ れ らの 間 で単 価に 差 異 が生 じ得 る こ とや そ

の 原 因 に つ い て は
，

前 回 の 「直一間 ト レ ー ド オ フ

の仮 説」 で考 察 した。

さ て，
こ の Ｊ 一王か ら Ｊ －９の 単 価 情 報 の 間 に ど の

よう な 関係 が 存在 す るの だ ろう か。 誤 差 範囲 は 等

号と み な した 場合 に， 等 号 が成 り 立つ の は どれ と

どれの 間 であ ろう か。 評 価 や 査定 によ っ て 掛け 率

が適 用 さ れる 部分， 交渉 に よっ て 大幅 に 変化 す る

単価 な ど があ り， そ れ は市 況や 当 事者 関係 等 の 事

情に よ って 逆 向き に も変 化 する こ とが あ る。

市場価格は需要供給関係から白然に自動的に決

まる と いう の が， 経 済学 の 教 科書 にい う 価格メ カ

ニ ズ ム の 理 論 で あ る
。

し か し
，

こ れ は マ ク ロ に 見

た 現 象 （価 格 動向） につ い て言 え るこ と で ある。

個 々 の１当事 者 間の 個々 の 取弓１という ミ ク ロの 世 界

で は， こ の理 論に は限界 が 大き い。 設 計 内容 や 施

工条件の個別性や当 事者間 の個別事情 のな かで

は， む し ろ， 虚 構 （フ ィ ク シ ョ ン） に 過 ぎ な い
。

つま り， 自動 的， 自 然 的に 決 まっ てく れるわ け で

は ない。 誰 か が価 格 を提 示 し， あ る い は， 逆提 案

し， 指 し値 が あり， 妥協 点 を相 互 に提 示 し あい，

と いう 相 互行 為の 中 で 決ま り， どち ら かが プライ

ス リ ー ダ ー と な り， 逆 に プ ラ イ ス テ イ カ ー に な ら

ざ る を 得 な い，
と い う の が 現 実 で あ る。 誰 が プ ラ

イ ス リ ー ダ ー と な る の か
，

あ る い は
，

ど の 情 報 が

提 示 プ ラ イ ス と な る の か， が 問 題 と な る。

取引内容の個別性と不確実性のもとでの市場価

格情 報 のあ り 方 は， こう した 間 題 を抱 えて い る。

こ れ を ど の よ う に一庸 報 化 し て い く の か， い け る の

か
，

が 課 題 と な っ て く る
。

図一１は，値 入 れ単価 に 関係 す る 各主 体間 の 単価

情報 の 流 れを 示 した もの で ある。 図の 上半 部 は元

請け入札までの段階， 下半部は元請け落札後の段

階と わ けて 示 した つ もり で ある が， 情 報 はも ち ろ

ん こ の 間 を ま た が っ て も 流 れ る
。

実 線 で示 したＪ １ から Ｊ ９ま で の情 報線 は ファ

セ ッ トＪ の 各カ テ ゴリ ー に 対応 し てい る。 破 線 で

示 し た Ｊ 王０か ら Ｊ！７は フ ァ セ ッ ト に は な い が， 取

引 き 実 態単 価０）一膚報 把握 経 路の 検 討の た めに 書き

加 えた もの で ある。 これ ら の破 線 のお およ そ の 意

味を 「ファ セ ッ トＪ の補 足カ テ ゴリ ー」 と して示

し た。 文 献 ２ を 参 考 に さ せ て い た だ い た。

図 中 のＪ ６ また はＪ ７ が 元下 間 の実 態単 価 で あ

り
，

ゼ ネ コ ン に と っ て の コ ス ト 単 価 で あ る
。

市 場

単価 方 式 では つ ぎの２ 点 が とく に 重要 であ る。

①発注者 側の値入 れ単価Ｊ ３は実 態単価Ｊ

６， Ｊ ７ と ど う い う 関 係 に な る の か。

②内訳書提出によって発注者側が知りうる単

価情 報Ｊ１７と 実態 単 価Ｊ ６ やＪ ７ とは どん

な関 係 に なる のか

これらの点は， 建築工事市場単価（建築市場単価）

の 定 義 そ の も の に か か わ っ て く る。 ま た， 今 後 の

積算 単 価情 報 シス テ ム を どのよ う に構 築 する か の

基本 に か かわ る 点 でもあ る。

５５



積算 単価に 関する考 察 １４１

ト 発注者が知１得る単価１は・
現在 検討が進めら れている 建築市場 単価 方式

は， 直 接工 事 費の 工 種別 の 各細 目 に値 入 れす る 単

価 の 性 質と して どう いっ た 組含 わせ の も のを 用 い

る こ と にな る だろう か。 与 えら れて い る定 義 に は

幅 が ある の で必 ず しも 明 確 では ない が
，

一 応 は，

（Ａ－１） （Ａ ＋１） （Ｂ－１） が想定 さ れ， そ れ に 関

す る （Ｊ－６） ま た は （Ｊ－７） の 実例 単 価情 報 とい

う 組 合わ せ が想 定さ れ て いる よう に 読 み取 れ る。

こ れ は， き わ め て コ ス ト 透 明 性 が 高 い 方 式 で あ る。

し か し， こ れを 総価 請負 契 約 のも と で行 う に は，

前 回述 べた フ ラク チ ュエ ー ショ ン （価格 変動） 系

やリ スク 対 応 系 な どさ ま ざま な トレ ー ドオフ 要 因

に対 処 する 仕 組み や ルー ル を必 要 とす る。 そ う し

た 不 確定 要 因 やリ スク 対 応 ルー ル を装 備 しな い ま

ま， 総価 請 負 での コス ト単価 値 入 れ方 式 を行 う と

き は
，

（Ａ－１） で は な く （Ａ－３） の 形 に な っ て し ま

う お そ れが大 き い。

一 方
，

情 報 経 路 の 間 題 と し て も， Ｊ－６ や Ｊ－７

の 実 態 単価 を発 注 者 値 入 れ 単 価Ｊ－３ に どの よ う

に 結 びつ ける の か，応札 者 の値 入 れ単 価Ｊ－５ とは

ど う か
，

と い う 点 を 明 確 に し な け れ ば な ら な い。

こ れ は， 建 築 市場 単 価 の定 義 にか かわ る 間 題 でも

ある。「内訳 書 提出 に よっ て 実 勢取 引単 価 を 発注 者

も知 り 得る よう に なる」 と 期待 す る 向き も 少なく

な い。 し か し
，

図 中 の Ｊ－！７が Ｊ－ ６ や Ｊ －７ の 実 態

単 価を 反 映す るも の だ とは 必 ず しも言 え な い。 直

一間 トレー ドオ フ が 生 じ ざる を 得 な い よ う な 契約

や 慣行 のも と で は， Ｊ－１７の 内訳 書 値 入 れ単 価 は，

Ａ －１ の コ ス ト 単 価 で は な く Ａ－２ や Ａ－３ の プ ラ

イ ス 単価 に なっ て しま う 要因 を 潜 在さ せて い るか

ら で あ る。

こ う した 間題 を どの よう な 仕 組み や ルー ル で解

決 してい く か， こ れは 単 なる 積 算単 価 の値 入 れ慣

行 の 問題 に と どま らず， 発注 契約 方 式や 約 款の 変

更 対 応条 項 自体 の問 題 にも か かわ っ てく る。
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